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はじめに

この章の内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このドキュメントは、Oracle Fusion Middleware Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)のユーザーを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
Oracle Forms and Reports 11gリリース1 (11.1.2)ドキュメント・ライブラリ


http://docs.oracle.com/cd/E24269_01/index.htm


	
最新のOracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)ドキュメント・ライブラリ


http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/index.htm


	
Oracle Technology Network


http://www.oracle.com/technetwork/index.html








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 概要

この章では、『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reportsリリース・ノート11gリリース2(11.1.2)』の概要を説明します。内容は次のとおりです。

	
1.1項「最新リリース情報」


	
1.2項「このドキュメントの目的」


	
1.3項「不具合の修正」


	
1.4項「Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)ドキュメント・ライブラリについて」


	
1.5項「このリリースのその他のリリース・ノート」


	
1.6項「システム要件と仕様」


	
1.7項「動作保証情報」


	
1.8項「ライセンス情報」






1.1 最新リリース情報

このドキュメントの内容は、発行時点における正確な情報です。オラクル社では、ソフトウェアのリリース後、リリース・ノートを定期的に更新します。リリース・ノートの最新情報および追加情報には、次のOracle Technology Networkからアクセスできます:


http://docs.oracle.com/






1.2 このドキュメントの目的

このドキュメントには、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)のリリース情報が含まれています。ここでは、ソフトウェアに実際に搭載されている機能とドキュメントに記載されている機能との相違点について説明します。

この内容を確認してから製品をインストールまたは使用することをお薦めします。






1.3 不具合の修正

Forms and Reportsのこのリリースには、表1-1に示すOracle Database Client 11gリリース(11.1.0.7)の不具合の修正が含まれています。


表1-1 Oracle Database Client 11.1.0.7の不具合の修正

	データベースのパッチ番号	関連付けられたフォームの不具合番号	症状の説明
	
7708340

	
9296440

	
特定の状況下でフォーム・コンパイル・エラー"INTERNAL ERROR [PHD_GET_DEFN:DI_U_NAM RHS]"が発生する。


	
9868734

	
9049483

	
Windows上で10.1.2を使用して作成されたPLLファイルを開くとForms Builder 11gがクラッシュする。

ノート: UNIXオペレーティング・システム上では追加のステップが必要になります。詳細は、My Oracle Supportのノート1058240.1を参照してください。


	
9965029

	
9496636

	
QUの入力後にメニューからFormsを終了しようとするとFormsエラーのFRM-93652が発生する。


	
10407723

	
9764631

	
Library Attacheryを使用して呼び出されたフォームからCLOSE_FORMが発行されるとORA-06508が発生する。












1.4 Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)ドキュメント・ライブラリについて

このリリースのOracle Fusion Middlewareに関するドキュメントは、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)ドキュメント・ライブラリから参照できます。

このライブラリのドキュメントには、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)の既存のドキュメントのうち、このリリースのソフトウェアに適用されるドキュメントへの相互参照が含まれています。

次に例を示します。

	
Oracle Forms Services 11gリリース2 (11.1.2)のインストールおよび使用については、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)ライブラリのOracle Forms and Reportsインストレーション・ガイドおよび『Forms Servicesデプロイメント・ガイド』を参照してください。


	
Oracle Forms and Reports 11gリリース2(11.1.2)ソフトウェアの高可用性構成については、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1(11.1.1)の最新のドキュメント・ライブラリで、『高可用性ガイド』に記載された関連情報を参照してください。









1.5 このリリースのその他のリリース・ノート

このドキュメントには、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)ソフトウェアに固有のリリース・ノートが記載されています。

このリリースに適用されるその他のリリース・ノートについては、Oracle Technology Network (OTN)で、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)の最新のドキュメント・ライブラリから、該当するリリース・ノートを参照してください。






1.6 システム要件と仕様

Oracle Fusion Middlewareのインストールおよび構成を正常に完了するには、インストール前にハードウェアおよびソフトウェアの前提条件の要件を満たす必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Forms and Reports11gリリース2 (11.1.2)のOracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様に関するドキュメントを確認してください。


http://docs.oracle.com/html/E25460_01/r2_fr_requirements.htm






1.7 動作保証情報

Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)および11gリリース2 (11.1.2)の最新の動作保証情報は、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成のセントラル・ハブで確認できます:


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html






1.8 ライセンス情報

Oracle Fusion Middlewareのライセンス情報は、次の場所で入手可能です:


http://docs.oracle.com/cd/E36355_01/doc.1112/e36893/toc.htm












2 インストール、構成およびアップグレード

この章では、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)をインストールまたはアップグレードする際の既知の問題およびその回避策について説明します。

この章は次の項で構成されています:

	
2.1項「このリリースでのOracle Database 12.2を使用した問題」

第2.2項「Access Controlのセキュアな構成には短いホスト名が必要」


	
第2.3項「アップグレード・ログ・ファイルに記録されたコピーの失敗に関する無視できるエラー・メッセージ」


	
第2.4項「インストール・ログに記録されたOPATCHの失敗に関する無視できる警告」


	
第2.5項「Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2.2)の高可用性ドキュメント」


	
第2.6項「OracleホームでのJDKのアップグレード」






2.1 このリリースとともにOracle Database 12.2を使用する問題

Oracle Database 12.2.*を使用する場合、次の問題が発生する可能性があります。

	
RCUを使用してMDSデータベース・スキーマを作成したり、Oracle Database 12.2に対するパッチ・セット・アシスタントを使用してMDSデータベース・スキーマをアップグレードするとき、操作が失敗する可能性があります。

エラーORA-28104: statement_typesの入力値が有効ではありませんを受け取る可能性があります。これは、Oracle Database 12.2以降のセキュリティ修正の一部として、DBMS_RLS.ADD_POLICYプロシージャのために、FALSE値(デフォルト値)を使用したINSERTおよびUPDATE_CHECKの文タイプを使用できなくなったためです。これにより、仮想プライベート・データベース・ポリシーの登録中に、ORA-28104エラーが発生します。

このエラーは、仮想プライベート・データベース・ポリシーがINSERT文に強制されているという誤った印象を与えないように返されます。

これを回避するには、次のSQLコマンドを実行して、"_allow_inserts_with_UPDATE_CHECK"にTrueを設定し、システムを構成します。


ALTER SYSTEM SET "_allow_insert_with_update_check"=TRUE scope=spfile


その後、データベースを再起動して、RCUまたはパッチ・セット・アシスタントを再実行し、MDSデータベース・スキーマを作成またはアップグレードします。


	
Oracle Database 12.2.*でOracle Fusion Middlewareを使用する場合、次のエラーが発生する可能性があります。


ORA-00932: inconsistent datatypes: expected SYS.AQ$_JMS_MESSAGE gotSYS.AQ$_JMS_MESSAGE


エラーは、AQ$_JMS_MESSAGEタイプのエンキューおよびデキュー時に、データベース・サーバーに送信されたバージョン番号が一貫していない場合があることが原因で発生します。type$のAQ$_JMS_MESSAGE型のTOID(型の一意の識別子)が固定のSYSTEM定義TOIDではなくユーザー定義TOIDである場合、このエラーが発生します。

このエラーを回避するには、次のパッチをインストールして、Oracle Fusion Middlewareによって使用されるojdbc6.jarファイルを置換します。


https://updates.oracle.com/download/21663638.html


Oracle Fusion Middleware 11gの場合は、リリース11.1.1.7 .0を選択します。


	
Oracle Fusion Middlewareリリース11gR1またはリリース11gR2の製品をOracle Database 12.2.0.1でインストールする場合、次のエラーが発生する可能性があります。


ORA-28040: No matching authentication protocol


このエラーは、プロキシ・ユーザーの11g検証が存在しないことが原因で発生します。

次の回避策を使用して、11g検証を作成し、Oracle Fusion Middlewareインストールから12.2.0.1 Oracle Databaseへの接続の続行を許可します。

	
ORACLE_HOMEをOracle Database 12.2.0.1のOracleホームに設定します。


	
sqlnet.oraファイル(ORACLE_HOME/network/admin内)に、次の行を追加します。


SQLNET.ALLOWED_LOGON_VERSION=11


	
データベースにsys as sysdbaユーザーとして接続し、次のSQLコマンドを実行します。


ALTER SYSTEM set sec_case_sensitive_logon=FALSE scope=spfile;
shutdown immediate;
startup;
alter user sys identified by sys_password;
alter user system identified by sys_password;




最新のDBセキュリティ機能を使用する場合は、SQLNET.ALLOWED_LOGON_VERSION=11を設定しないでください。これを回避するには、DBCPUjul2015パッチを使用してRCUにパッチを適用します。

	
次の場所からパッチをダウンロードします。これはzipファイルの形式です。これを解凍します。

https://updates.oracle.com/download/20803573.html


	
このパッチはOracle Database 11.1.0.7リリースに基づいているため、11.1.0.7.0 Oracle Databaseに対して適用します。パッチを解凍したディレクトリで、次のコマンドを入力します。


setenv ORACLE_HOME oracle home of 11.1.0.7.0 db
setenv PATH $ORACLE_HOME/OPatch:$PATH
setenv PATH /usr/ccs/bin:$PATH


	
次のコマンドを実行して、パッチを解凍したディレクトリからパッチを適用します。


opatch napply -skip_subset -skip_duplicate


	
パッチの適用後、次のファイルをRCU_Homeの指定されたディレクトリにコピーします。


	パッチ適用済データベースからコピーするファイル	コピー先の場所
	ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc*.jar	RCU_HOME/jdbc/lib/ojdbc*.jar
	ORACLE_HOME/lib/libclntsh.so.11.1	ファイルの名前を変更して、次の場所にコピーします。
RCU_HOME/lib/libclntsh.so.11.1

RCU_HOME/lib/libclntsh.so.10.1

RCU_HOME/lib/libclntsh.so


	ORACLE_HOME/sqlplus/lib/*	RCU_HOME/sqlplus/lib/*を置換します






これで、RCUにセキュリティ・パッチが適用され、Oracle Fusion Middlewareスキーマのインストールに使用できるようになりました。












2.2 Access Controlのセキュアな構成には短いホスト名が必要

FormsおよびReportsの構成時、Access Control画面で「OAMをセキュア・モードで構成」を選択してAccess Controlをセキュア・モードで構成することを選択した場合は、「ホスト名」フィールドに短いホスト名(ドメイン情報なし)を指定する必要があります。

たとえば、myexamplehostは許容されますが、myexamplehost.exampledomain.comではエラー・メッセージが出力されます。






2.3 アップグレード・ログ・ファイルに記録されたコピーの失敗に関する無視できるエラー・メッセージ

Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)にアップグレードすると、アップグレード・アシスタントによってアップグレード・プロセスのログ・ファイルが生成されます。詳細は、Forms and Reportsアップグレード・ガイドの11gリリース1 (11.1.1)から11gリリース2 (11.1.2)へのアップグレード・ログ・ファイルの場所に関する項を参照してください。

ログ・ファイルには、次のようなエラー・メッセージが記録される場合があります。


[copy] Failed to copy ... EmbeddedLDAP.lok due to The process cannot access the file because another process has locked a portion of the file 


このエラーは無視できます。






2.4 インストール・ログに記録されたOPATCHの失敗に関する無視できる警告

32ビットLinuxオペレーティング・システムでは、OPATCHの実行中、OPATCHの失敗に関する次のタイプの警告がインストール・ログに記録される場合があります。

	
OUI-67200


OUI-67200:Make failed to invoke "/usr/bin/make -f ins_rdbms.mk iextproc ORACLE_HOME=/home/Oracle/mwARU/Oracle_FRHome1"....'gcc: /home/Oracle/mwARU/Oracle_FRHome1/rdbms/lib/hormc.o: No such file or directory

make: *** [/home/Oracle/mwARU/Oracle_FRHome1/rdbms/lib/extproc

Error 1


	
OUI-67124


OUI-67124:Re-link fails on target "iextproc".




これはインストール・ログ内での失敗が原因です。この警告はどの機能にも影響を与えないため、無視しても問題ありません。






2.5 Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2.2)の高可用性ドキュメント

リリース2 (11.1.2)のOracle Fusion Middleware環境の場合は、11gリリース1 (11.1.1)の『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』でOracle Forms and Reportsの高可用性情報に関する項を参照してください。

次の項を参照してください。

	
Oracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererの変換


	
Oracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererの高可用性の構成


	
Oracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererのワークブック




「可用性の高いOracleデータベース・アクセスの考慮事項」で、次の項を参照してください。

	
Oracle Forms


	
Oracle ReportsとOracle Discoverer









2.6 OracleホームでのJDKのアップグレード

Oracle Forms and Reports 11.1.2.2では、OracleホームにあるJDKをJava 7に更新できます。デフォルトのインストールには、Java 6が含まれています。JDK 7または更新済Java 6に更新するには、次のタスクを実行します。

	
インストールに関連付けられているすべてのプロセスを停止します。


	
既存のJDKをバックアップします。デフォルトの場所はORACLE_HOME\jdkです。


	
既存のJDKと同じ場所に新しいJDKをインストールします。


	
すべてのプロセスを再起動します。




詳細は、My Oracle Supportのノート1492980.1を参照してください。












3 Oracle Forms

この章では、Oracle Formsに関連する問題について説明します。内容は次のとおりです。

	
3.1項「一般的な問題と回避策」


	
3.2項「構成の問題および回避策」


	
3.3項「ドキュメントの訂正箇所」






3.1 一般的な問題と回避策

この項では、一般的な問題および回避策について説明します。内容は次のとおりです。

	
3.1.1項「以前のリリースとの下位互換性」


	
3.1.2項「Microsoft Windowsの問題および回避策」


	
3.1.3項「Linux/UNIXの問題および回避策」






3.1.1 以前のリリースとの下位互換性

Forms 6iからのアップグレードの詳細は、『Forms Servicesデプロイメント・ガイド』の「Oracle Forms Services 11gへのアップグレード」の章を参照してください。変更された機能と不要になった機能の詳細は、『Oracle Forms Upgrading Oracle Forms 6i to Oracle Forms 11g』を参照してください。

Oracle Forms 10gまたはOracle Forms Services 11gリリース1 (11.1.1)からのアップグレードについては、『Oracle Fusion Middlewareのアップグレードのプランニング』およびFormsおよびReportsのアップグレード・ガイドを参照してください。

Forms 11gR1アプリケーションでコンパイル済の場合は、Forms 11gR2アプリケーションを再コンパイルする必要はありません。11gR1より前のバージョンからアップグレードしたFormsアプリケーションは再コンパイルする必要があります。






3.1.2 Microsoft Windowsの問題および回避策

この項では、Oracle FormsおよびMicrosoft Windowsに関連する問題について説明します。内容は次のとおりです。

	
3.1.2.1項「Windows 8.1、Windows 2012 (R1およびR2)およびWindows 10で使用するために必要なパッチ」


	
3.1.2.2項「JAWSで動作しないショートカット・キー」


	
3.1.2.3項「FormsとReportsが異なるインスタンスに存在する場合のReportsの起動」


	
3.1.2.4項「Oracle FormsでのJAWSおよびJava Access Bridgeの使用」


	
3.1.2.5項「WLS_FORMSを停止して再起動する前に停止する必要のあるdejvm」


	
3.1.2.6項「レジストリでの2番目のORACLE_INSTANCEの優先使用」


	
3.1.2.7項「最初にインストールしたFormsをデフォルトで実行できない」






3.1.2.1 Windows 8.1、Windows 2012 (R1およびR2)およびWindows 10で使用するために必要なパッチ

表3-1の前提条件パッチは、Windows 8.1、Windows 2012リリース1、Windows 2012リリース2およびWindows 10のOracle Forms Builderに必要です。この前提条件パッチはインストーラの要件ではありません。


表3-1 Oracle Formsに必要なパッチ

	パッチ番号	説明
	
20423523

	
データ・ブロック・ウィザードを使用するときにForm Builderがクラッシュする












3.1.2.2 JAWSで動作しないショートカット・キー

Forms BuilderをJAWSと組み合せて使用すると、アイテムを作成するために[Ctrl]を押しながら[Insert]を押すショートカット・キーは、機能しません。

この問題を回避するには、メニューのニーモニック・キーを使用します。[Alt]を押しながら[E]を押すと、「編集」メニューが開き、次に[R]を押すと「作成」を選択してアイテムを作成できます。






3.1.2.3 FormsとReportsが異なるインスタンスに存在する場合のReportsの起動

FormsとReportsを異なるインスタンスで構成している場合、シェルでORACLE_HOMEおよびORACLE_INSTANCEの正しい値を設定し、Windowsのショートカット・メニューではなく、シェルからForms Builderを起動します。そうしないと、Forms Builder内からのReports Builderの起動に失敗します。






3.1.2.4 Oracle FormsでのJAWSおよびJava Access Bridgeの使用

JAWSとJava Access Bridgeは、Oracle Forms 11gにデフォルトでインストールされません。Java Access Bridge 2.0.1をインストールするには、http://java.sun.com/products/accessbridge/のダウンロード手順に従ってください。Oracle Forms Builder用のJAWSスクリプトは、ORACLE_HOME\forms\ScreenReader\にインストールされます。






3.1.2.5 WLS_FORMSを停止して再起動する前に停止する必要のあるdejvm

Oracle WebLogic管理対象サーバーを再起動する前に、そのサーバーにより起動されたすべてのJVMコントローラ・プロセス(dejvm)を停止する必要があります。そうしないと、停止後にWLS_FORMSが再起動しません。






3.1.2.6 レジストリでの2番目のORACLE_INSTANCEの優先使用

Forms Servicesで2つのOracleインスタンスを構成しており、Windowsマシンで単一のOracleホームを使用している場合、2番目の ORACLE_INSTANCEのFORMS_ORACLE_INSTANCEレジストリ・エントリが優先的に使用されます。Forms Builderコンポーネントは、2番目のORACLE_INSTANCEで構成することをお薦めします。






3.1.2.7 最初にインストールしたFormsをデフォルトで実行できない

Formsの複数のバージョンがインストールされているWindowsマシン上では、最初にインストールしたOracle Formsがデフォルトで実行されません。これは、Fusion MiddlewareをWindowsにインストールすると、新規のORACLE_HOME/binがシステム変数PATHの先頭に追加されるためです。後続のインストールによって、システム変数PATHの先頭にORACLE_HOME/binが追加されます。前にインストールしたバージョンを実行するための回避策として、システム変数PATHを編集します。使用するORACLE_HOME/binを変数PATHの前に移動します。








3.1.3 Linux/UNIXの問題および回避策

この項では、Oracle FormsおよびLinux/UNIXに関連する問題について説明します。内容は次のとおりです。

	
3.1.3.1項「Oracle Linux 7、Red Hat 7およびSUSE 12 (SP1+)オペレーティング・システムで使用するために必要なパッチ」


	
3.1.3.2項「シグナル・チェーン機能に必要なLD_PRELOAD設定」


	
3.1.3.3項「FRM-41214の詳細を確認できるReportsエンジン・ログ」






3.1.3.1 Oracle Linux 7、Red Hat 7およびSUSE 12 (SP1+)オペレーティング・システムで使用するために必要なパッチ

表3-2の追加の前提条件パッチは、Oracle Forms Builder、およびOracle Linux 7、Red Hat 7およびSUSE 12 (SP1+)オペレーティング・システムのユーティリティで必要です。この前提条件パッチはインストーラの要件ではありません。


表3-2 Oracle Forms 11g (11.1.2.2.0)に必要なパッチ

	パッチ番号	説明
	
20974387

	
次の3つの前提条件パッチすべてで、不具合20974387 (「OUI-67200: 起動に失敗しました」でCPUが失敗する)の再リンクの問題を修正するために、この必須パッチが必要です。

このパッチのダウンロードにはパスワードが必要です。


	
20880416

	
データ・ブロック・ウィザードを起動するときにForm Builderがクラッシュする


	
22095874

	
データ・ブロック・ウィザード内で移動するときにForm Builderがクラッシュする。

このパッチのダウンロードにはパスワードが必要です。


	
18178044

	
FMAおよびJDAPIがクラッシュする












3.1.3.2 シグナル・チェーン機能に必要なLD_PRELOAD設定

JVMバージョン1.5以上でシグナル・チェーン機能が動作するには、default.envにLD_PRELOAD設定が必要です。他の環境ファイルを作成または使用する場合、その環境ファイルでのLD_LIBRARY_PATHおよびLD_PRELOADの設定は、default.envでの設定と同じである必要があります。






3.1.3.3 FRM-41214の詳細を確認できるReportsエンジン・ログ

FormsセッションでReportsを実行しようとして、レポートを実行できないというFormsエラー(FRM-41214)が発生した場合、そのエラーの詳細はReportsエンジン・ログを確認してください。










3.2 構成の問題および回避策

この項では、構成に関する問題およびその回避策について説明します。内容は次のとおりです。

	
3.2.1項「One-Button-Runの使用時におけるInternet Explorer以外のブラウザのプロキシ設定」


	
3.2.2項「WebUtilクライアント・ファイルで可能な宛先ディレクトリの構成」


	
3.2.3項「異なるライブラリで名前が変更されるwebutil.propertiesファイル」


	
3.2.4項「JDK 1.6.0_12の存在するクライアントにWinRunnerもあるとFormsが動作しない問題」


	
3.2.5項「IEのフレーム付きHTMLファイルでJavaScript通信が機能しない問題」


	
3.2.6項「Safari 5ブラウザでFormsアプリケーションをコールするJavaScriptイベントが機能しない問題」


	
3.2.7項「Forms 11gR2アプリケーションでのJACOBバージョン1.14.3のサポート」


	
3.2.8項「EM内で「スケジュール事前開始」ページに移動する際の問題」


	
3.2.9項「Forms ServerからOIDのForms RADエントリを更新する際の問題」






3.2.1 One-Button-Runの使用時におけるInternet Explorer以外のブラウザのプロキシ設定

Internet Explorer以外のサポートされる任意のブラウザでOne-Button-Runを使用している際にFORBIDDENエラーが発生した場合、127.0.0.1 (localhost)がブラウザのプロキシ・設定に存在するかどうかを確認してください。127.0.0.1が例外リストに存在しない場合は、追加します。これにより、ブラウザはプロキシ・サーバーを迂回できます。






3.2.2 WebUtilクライアント・ファイルで可能な宛先ディレクトリの構成

WebUtilによるinstall.syslibライブラリのダウンロードは、Windowsオペレーティング・システムの場合はJREまたはJVMのbinディレクトリを対象に、UNIXオペレーティング・システムの場合はJREのlibディレクトリを対象に行われます。この場所は、webutil.cfgのパラメータinstall.syslib.location.client.<OS> = <Path on client machine>で指定できます(<Path on client machine>は、WebUtilによりクライアントで使用されるライブラリが格納される場所へのパスを表し、絶対パスまたはクライアント・ユーザー・ホームに対する相対パスです)。






3.2.3 異なるライブラリで名前が変更されるwebutil.propertiesファイル

install.syslibライブラリのダウンロード時に、WebUtilでは、webutil.propertiesファイルをクライアント・ユーザー・ホームに作成します。異なるサーバーでクライアントにライブラリをダウンロードして管理できるように、異なるwebutil.propertiesファイルがクライアント側で保持されます。クライアント上のファイルの名前は、webutil.<HOST>.<CONFIG>.propertiesです。HOSTはサーバー・コンピュータ名で、CONFIGはformsweb.cfgの構成セクション名です。






3.2.4 JDK 1.6.0_12の存在するクライアントにWinRunnerもあるとFormsが動作しない問題

WinRunnerがインストールされているクライアント上でJDKバージョン1.6.0_12以上を使用すると、Formsを実行できません。

この問題を回避するには、2つの環境変数_JAVA_OPTIONSおよびJAVA_TOOLS_OPTIONSの名前を変更します。たとえば、これらの名前をtest_JAVA_OPTIONSおよびtest_JAVA_TOOLS_OPTIONSに変更します。これにより、WinRunnerは無効化されますが、Formsは実行できます。






3.2.5 IEのフレーム付きHTMLファイルでJavaScript通信が機能しない問題

file://プロトコルを使用してInternet Explorer 7またはInternet Explorer 8で開かれたフレーム付きHTMLファイルでは、JavaScript通信は機能しません。

この問題を回避するには、フレームのURLでマシン名のかわりにIPアドレスを使用します。たとえば、testform.htmで、次の部分を変更します。


<frame noresize="noresize" 
 src="http://example.domain.com:8888/forms/java/js2frm1.html" name="fr2" 
 frameborder="0"> 
   <frame noresize="noresize" 
 src="http://example.domain.com:8888/forms/frmservlet?play=&record=forms& 
 form=js2frm1&userid=scott/tiger@adt10220" name="fr1" frameborder="0">


次のように変更します。


<frame noresize="noresize" 
 src="http://IP_Address:8888/forms/java/js2frm1.html" name="fr2" 
 frameborder="0"> 
   <frame noresize="noresize" 
 src="http://IP_Address:8888/forms/frmservlet?play=&record=forms&form=js2fr 
 m1&userid=scott/tiger@adt10220" name="fr1" frameborder="0">






3.2.6 Safari 5ブラウザでFormsアプリケーションをコールするJavaScriptイベントが機能しない問題

WindowsのSafari 5ブラウザでJavaScriptをFormsアプリケーションと統合して使用する場合、Formsからブラウザ上で稼働するJavaScriptへの通信は機能しますが、JavaScriptからのアプレットのコールは機能しません。

回避策として、次の手順を実行します。

	
base.htmを使用していることを確認します。


	
base.htmで、<APPLET>タグをラップする<NOSCRIPT></NOSCRIPT>タグを削除します。









3.2.7 Forms 11gR2アプリケーションでのJACOBバージョン1.14.3のサポート

実行時にWebutilを使用して構成された場合、Oracle Forms 11gR2はクライアント側のOLE統合を実行するためにJACOBバージョン1.14.3をサポートします。このバージョンのJACOBは、Oracle Formsの以前のリリースでサポートされたバージョンとは異なることに注意してください。

JACOBは、JavaからのCOMオートメーション・コンポーネントの呼出しを可能にするJAVA-COMブリッジです。これは、JNIを使用してCOMライブラリにネイティブ・コールを行います。JACOBは、32ビットおよび64ビットのJVMをサポートするx86およびx64環境で動作します。






3.2.8 EM内で「スケジュール事前開始」ページに移動する際の問題

Oracle Enterprise Manager (EM)で「スケジュール事前開始」ページに移動しようとすると次の問題が発生します。

	
個別にデプロイされたアプリケーションの「スケジュール事前開始」リンクは予期しない方法で動作します。FormsホームページのFormsデプロイメント表には、個別にデプロイされたアプリケーションがすべてリストされます。個別にデプロイされたいずれのアプリケーションの「スケジュール事前開始」リンクから「スケジュール事前開始」ページに移動しても、そのページでは、個別にデプロイされたアプリケーションの事前開始スケジュールの表示に失敗します。そのかわり、「スケジュール事前開始」ページには、デフォルト・アプリケーションの事前開始スケジュールが常に表示されます。









3.2.9 Forms ServerからOIDのForms RADエントリを更新する際の問題

DBパスワードの期限切れ時にForms ServerプロセスからOIDのForms RADエントリを更新すると、次の問題が発生します。

	
Formsアプリケーションのデータベース・パスワード更新(パスワードの有効期限)がSSOシナリオで失敗します。サーバーからメッセージFRM-24309がスローされ、Formsセッションは使用できません。ユーザーはFormsセッションを終了し、新規セッションを実行する必要があります。DB内のパスワードが更新され、OIDのパスワードが更新されていないという別の問題があります。




これらの問題を解決するには、インストール/デプロイされた環境でdefault.envを変更する必要があります。CLASSPATHエントリの最後に、次のエントリを追加します。

/scratch/t_work/Oracle/Middleware/oracle_common/modules/oracle.jps_11.1.1/jps-manifest.jar:/scratch/t_work/Oracle/Middleware/oracle_common/modules/oracle.dms_11.1.1/dms.jar:/scratch/t_work/Oracle/Middleware/oracle_common/modules/oracle.odl_11.1.1/ojdl.jar:/scratch/t_work/Oracle/Middleware/oracle_common/modules/javax.management.j2ee.jar

この例では、/scratch/t_work/Oracle/MiddlewareはFRM_HOMEを表します。








3.3 ドキュメントの訂正箇所

この項では、ドキュメントの訂正箇所を示します。内容は次のとおりです。

	
3.3.1項「セキュア・モードでのユーザーIDの引渡し」


	
3.3.2項「項目内に入力できる文字数に影響を与える変更とその回避策」






3.3.1 セキュア・モードでのユーザーIDの引渡し

セキュア・モードでのユーザーIDの引渡しに関する次の情報は、Oracle Forms Builderオンライン・ヘルプに追加する必要があります。

Formsコンパイラ(frmcmpまたはfrmcmp_batch)を使用する際に引数としてユーザーIDを渡すと、セキュリティ上のリスクを伴う可能性があります。コンパイラでは、すでに使用可能な対話式ダイアログ・モードに加えて、標準入力による接続文字列も受け入れられます。ユーザーIDをセキュア・モードで渡すには、次の手順を実行します。

	
環境変数FORMS_STDIN_PASSWORDを1に設定します。


	
接続文字列を入力せずにコンパイラを実行します。コンパイラの開始後に接続文字列を入力します。


	
リダイレクトを使用してコンパイラを実行し、パスワードをコンパイラに渡します。(これは特に、1スクリプトで複数のFormsをコンパイルする際に役立ちます。)次に例を示します。


    #!/bin/sh
     echo "Enter userid"
     read -s myuserid
     for i in 'ls *.fmb'
     do
     echo Compiling Form $i ....
     frmcmp_batch.sh batch=yes module=$i module_type=form compile_all=yes <<<
          "$myuserid"
     done




このスクリプトはパスワード保護のためのサンプルであり、一部のプラットフォームや構成では、セキュリティの脆弱性は解決しないことがあります。






3.3.2 項目内に入力できる文字数に影響を与える変更とその回避策

Oracle Forms Builderオンライン・ヘルプに、次の情報を追加する必要があります。

	
Form Builder (frmbld)を使用してフォームが作成されると、項目のプロパティ「問合せ長」のデフォルト値は0になります。その後フォームが11g以前のリリースでコンパイルされると、この値(0)によって、「問合せ長」のデフォルト値が「最大長」プロパティの値になります。Oracle Forms 11gでは、「問合せ長」のデフォルト値が、「最大長」プロパティの値に2を加算した値になります。以前のリリースの動作に戻す場合は、フォームのコンパイル時に環境変数FORMS_QUERY_LENGTH_DELTAを'0'に設定する必要があります。


	
DATE書式マスクによって、テキスト項目またはコンボ・ボックスに入力できる文字数が決まります。通常、この数は出力書式マスクおよび許容されるすべての入力書式マスクに必要な最大文字数になります。コンボ・ボックスまたは書式マスクが設定されていないテキスト項目に対して、入力書式マスクと出力書式マスクがどのように選択されるかについては、日付用の書式要素に関する項を参照してください。FORMS_USER_DATE_FORMATまたはFORMS_USER_DATETIME_FORMAT環境変数では、複数の入力書式マスクが指定される場合があります。また、Oracle Forms Builderオンライン・ヘルプに含まれるSQLリファレンスの書式モデルに関する項で、文字列から日付への変換規則の説明に記載されているとおり、FXを含まないどの入力書式マスクに対しても、代替書式マスクを使用できます。

前述の説明に含まれる規則には、例外が1つあります。文字列から日付への変換規則の説明に記載されている動作では、数字の月(MM形式のマスク要素)または省略形の月(MON形式のマスク要素)のかわりに、月のスペル全体を入力することも許可されます。ただしこの場合、テキスト項目またはコンボ・ボックスに入力できる文字数は、省略形の月のみを入力できる長さになります。

11gR1以前のリリースでは、入力DATE書式マスクは考慮されません。10gR2 (10.1.2)では、エンド・ユーザーがDATE項目に入力できる文字数は、出力書式マスクによってのみ決まります。Forms 6i (6.0.8)では、DATE項目の「最大長」プロパティも考慮されます。





回避策

前述の説明に含まれる動作の変更は、DATE項目のAuto-Skipプロパティを設定したユーザーに影響を与える場合があります。このリリースでは、エンド・ユーザーがより多くの文字を特定のDATE項目に入力できる場合があります。この場合、自動スキップは11gR1以前とは異なり発生しません。自動スキップを確実に発生させるには、項目に使用する書式マスクに、FX修飾子をFXYYYY/MM/DDのように追加します。項目固有の書式マスクがない場合(つまり、項目のプロパティ・パレットまたはプログラムに書式マスクが設定されていない場合)、項目の書式マスクは環境変数から取得されます。FORMS_USER_DATE_FORMATおよびFORMS_USER_DATETIME_FORMAT環境変数は、DATE書式マスクに影響を与える可能性があるどのNLS環境変数よりも優先されるため、これらの変数を使用することをお薦めします。

FX修飾子を指定すると、SQLリファレンスの書式モデルに関する項で、文字列から日付への変換規則の説明に記載されている、代替書式マスクが許可されなくなります。また、FORMS_USER_DATE_FORMATおよびFORMS_USER_DATETIME_FORMAT環境変数では、代替書式マスクを縦線で区切って明示的に指定できます。たとえば、FXDD-MON-YYYY|FXMON-DD-YYYYのように指定します。FORMS_OUTPUT_DATE_FORMATおよびFORMS_OUTPUT_DATETIME_FORMAT環境変数が設定されていない場合、出力書式マスクは、FORMS_USER_DATE_FORMATおよびFORMS_USER_DATETIME_FORMAT環境変数のそれぞれに指定された最初の書式マスクから取得されます。














4 Oracle Reports

この章では、Oracle Reportsに関連する問題について説明します。内容は次のとおりです。

	
4.1項「一般的な問題および回避策」






4.1 一般的な問題および回避策

この項では、一般的な問題および回避策について説明します。内容は次のとおりです。

	
4.1.1項「Reportsアプリケーションへのユーザーおよびロールのマッピング」


	
4.1.2項「Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)におけるReports Serverの障害」


	
4.1.3,項「Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.1.2)におけるRwservlet診断の出力の無効化」






4.1.1 Reportsアプリケーションへのユーザーおよびロールのマッピング

Oracle Fusion Middleware 11gリリース2 (11.1.2)インストールでは、ロールおよびユーザーがReportsアプリケーションにデフォルトで追加されません。JPSセキュリティを使用してレポートを実行するには、ロールおよびユーザーをReportsアプリケーションに追加する必要があります。

詳細は、次を参照してください。

	
『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』のアプリケーション・ロールの管理に関する項


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Reports ServicesレポートWeb公開ガイドのユーザーおよびセキュリティ・ポリシーの管理に関する項









4.1.2 Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)におけるReports Serverの障害

Forms and Reports 11.1.2のインストールおよび構成後、Reports Serverは起動に失敗します。

この問題を回避するには、Reports Serverインスタンスを起動する前に、次のステップを実行します。

	
次の場所でcwallet.ssoファイルを探します。

domainHome\config\fmwconfig\bootstrap


	
write権限をSYSTEMユーザーの割当て済権限に追加します。


	
Reports Serverを再起動します。

SYSTEMユーザーのファイルに対するwrite権限を付与すると、Reports Serverは起動します。









4.1.3 Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.1.2)におけるRwservlet診断の出力の無効化

rwservlet診断出力の即時利用可能な設定は、保護されていないReports Serverでは無効になっています。ユーザーがWebコマンドを実行する必要がある場合、webcommandaccessパラメータを設定する必要があります。このパラメータの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Reports ServicesレポートWeb公開ガイド』の中レベルのForms and Reportsのセキュリティに関する項を参照してください。
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